
 

狙
い
は
日
米
共
同
軍
事
訓
練
の
拡
大 

 

岸
田
政
権
の
下
で
防
衛
予
算
の
２
倍
化
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
の
安
全
保
障
政
策
が
日
本
と
ア
メ

リ
カ
が
一
体
と
な
り
軍
事
体
制
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る

事
に
あ
り
ま
す
。 

全
国
各
地
の
空
港
や
港
が
「
特
定
重
要
拠
点
」
候
補
と
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
高
知
港
（
新
港
を
含

む
）・
須
崎
港
・
宿
毛
港
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
１
０
月
、
防
衛
省
、
国
土
交
通
省
、
海
上
保
安
庁
が

県
庁
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
会
議
は
「
秘
密
」
公
開

し
な
い
形
で
行
わ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
取
材
も
拒
否
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
１
１
月
に
、国
土
交
通
省
は
高
知
県
に
対
し
３
港

を
候
補
と
す
る
通
達
を
行
い
ま
し
た
。 

県
は
口
頭
で
「
県
民
へ
の
説
明
」
を
要
請
し
た
と
言
い
ま

す
が
、
未
だ
に
県
民
の
多
く
は
知
ら
な
い
ま
ま
で
す
。 

地
方
自
治
権
は
無
視
か
、
強
引
な
動
き 

 

政
府
は
従
え
と
ば
か
り
、
自
治
体
へ
の
説
明
や
状
況
を
十

分
に
聞
く
こ
と
な
く
「
台
湾
有
事
」
を
想
定
し
た
戦
争
準
備

と
も
言
え
る
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。 

 

憲
法
９
２
条
は
、
国
か
ら
独
立
し
て
自
治
体
は
、
自
ら
の

判
断
と
責
任
で
地
域
行
政
を
行
う
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。 

 

軍
事
的
な
危
険
を
呼
び
込
む
よ
う
な 

港
の
利
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

高
知
市
を
は
じ
め
多
く
の
市
町
村
は 

「
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
は
住
民
の
立
場
で
、
国
対
し
て
、 

軍
事
化
は
ダ
メ
と
言
う
べ
き
で
す
。 

 

暮
ら
し
こ
そ
助
け
る
政
治
を 

 

能
登
の
震
災
復
興
、
物
価
高
騰
へ
の 

対
応
な
ど
、
国
が
最
優
先
に
や
る
べ
き 

事
は
軍
事
化
以
外
に
、
た
く
さ
ん
あ
り 

ま
す
。
大
事
な
税
金
は
暮
ら
し
に
回
す 

よ
う
世
論
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

奨
学
金
返
済
支
援
、
最
大
１
８
０
万
円 

 

学
生
の
奨
学
金
の
実
態
は
平
均
借
入
額
３
１
０
万

円
、
一
ヶ
月
の
平
均
返
済
額
１
万
５
千
円
。
平
均
の
返

済
期
間
は
１
４
．
５
年
で
す
。
重
く
長
い
負
担
で
す
。 

 

県
は
、
大
学
等
卒
業
予
定
者
や
県
外
に
住
ん
で
い
る

３
５
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、
奨
学
金
を
受
け
て
い
る

場
合
、
県
内
企
業
に
正
規
で
就
職
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

や
就
職
後
６
年
間
、
当
該
企
業
で
働
き
、
県
内
に
住
む

見
込
み
の
方
に
奨
学
金
返
済
と
し
て
６
０
万
～
１
８
０

万
円
の
支
援
を
行
う
提
案
し
ま
し
た
。 

 

女
性
や
外
国
人
の
働
き
や
す
さ
向
上
へ 

 

仕
事
場
の
環
境
改
善
に
も
補
助
金
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
翻
訳
機
器
や
社
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
の 

多
言
語
化
、
女
性
用
・多
目
的 

ト
イ
レ
や
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
の
整
備
、 

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
購
入
な
ど 

に
使
え
る
補
助
金
で
す
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－
－ －

お元気ですか  
 

 

菜の花が揺れる。よく足元を見ると朝日の刺激で、

膨らんだフキノトウ。小さいのに硬い土を破る植物の

生命力に感動。弱くても押し続ける先には・・政治も

変わるかな。春よ来い。 

先日、小津高校で県議との交流会があり、初参加。

学生たちが地域課題の解決策をグループで考え調査、

発表する。80テーマの内、地域交通と地域防災が取

り上げられた。素晴らしいのは、お年寄りや障害者、

子ども達が困っている現実に向き合っていること。 

ケアする（人間生活を支える）のは、他人ではなく

自分であると考え動く力をもっている、ここに 10代

の温かさと希望を感じた。でも、本当は「自分たちの

未来」「学校改革」「世界」自由への渇望を広く考え、

対話する時間も欲しかったのではないだろうか。 

彼らが社会に出る今、労働や結婚、子育てへの価値

観は変化、前進し、より政治の遅れを浮き彫りにする。 

社会の変革者、リーダーは昔も今も若者だろう。 

若者の声を、女性の声を私たちはもっと聴こう！ 

おたまじゃくし

無料  生活・法律相談会 

２月１８日 午前 10時～12時 

新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

毎月・第３日曜日 開催中！ 
  

港で自衛隊訓練？ なぜ、県は「軍事化ではない」と言い切れるのか 

高知港・須崎港・宿毛港 軍事利用ストップへ世論を 
 

2024 年・県新年度予算（案） 
特徴：若者人口の増加を目指す 

港の軍利用化問題学習会 

日時： 2月 21日（水）18時 

会場： 高知城ホール 2階 

講師： 千坂純（平和委員会事務局長） 


